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第 3 章では，天然ゼオライトを重質油のクラッキング触媒に利用する試みとして， 2 種のインドネシア産天然ゼオ
ライトのキャラクタリゼーションおよび修飾を行うとともに，モデ、ル化合物としてのヘキサデカンに対する水素化分
解特性について検討している o X線回折分析から，用いた試料はいずれも主としてモルデナイト型結晶からなること












(3) 安価な天然、ゼオライトを重質油のクラッキング触媒に利用するため， 2 種の天然、ゼオライト試料のキャラクタリ
ゼーションおよび修飾を行い， これらを用いてモデル化合物の水素化分解特'性について検討している o その結果，
試料を酸処理した後， 1 重量%程度の少量のニッケルを担持することにより触媒能が顕著に向上することを明らか
にしているo
以上のように，本論文では，石油系重質油の化学構造と分解挙動に関するいくつかの新しい重要な知見が述べられ
ており，これらは，資源としての重要性が今後さらに増すものと予測される重質油のより効率的なアップグレーディ
ング技術の開発に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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